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震災復興小学校および震災復興小公園を歩く
《防災月間》に改めて考えたい防災都市の形

～震災復興小学校・小公園の現況と活かされ方②～

                                                                                                                   （取材・構成／本紙編集部）

災復興小学校と震災復興小公園について簡単におさら
いをしておきたい。
　関東大震災は文字通り甚大な被害を首都圏各地にも
たらしたわけだが、東京ではたとえば市立小学校（旧
東京市）全 195 校のうち 2 校を除いて、全・半壊ま
たは焼失した（町立・村立小学校は除く）。
　そこで東京市は、時の内務大臣・後藤新平が総裁を

☆まずは前回のおさらいから
　前回（先週号）の本欄では、関東大震災（1923 年
＝大正 12 年 9 月 1 日）の被害を最も受けたエリアの
一つとして知られる台東区（旧下谷区・浅草区）に今
も残る、震災復興小学校ならびに震災復興小公園のう
ちのいくつかを訪ね、現況をリポートした。
　今回はその続きをお届けしたい。だがその前に、震

いても、当時のまま現存する小学校はわずか 6 校しか
ない。当時のテイストを残しながら改築された小学校
はあるが、それも数校しかない。
　震災復興小公園は小学校に比べると、形を変えなが
らも防災上の観点などから残されている事例は比較的
多いが、開発によって消えた事例も少なくない。
　前回はこれらの震災復興小学校および震災復興小公

兼ねていた帝都復興院の支援を仰ぎ、不燃化構造（鉄
筋コンクリート造）の震災復興小学校を建設する計画
を立案。計 177 の市立小学校を震災復興小学校とし
て建て直した。
　この 177 校のうち、さらに 52 校に関しては、校
庭兼コミュニティ空間、さらには避難所の性格も併せ
もつ震災復興小公園とのセットで建設された。
　そして被害の大きかった現台東区エリアには、震災
復興小学校全 177 校のうち 35 校が集中、さらに 52
の震災復興小学校＆震災復興小公園のセットのうち
30 か所が、台東区・墨田区・江東区に集中すること
となった。人口密集地帯だった下町地区の被害がいか
に大きかったかが、この震災復興小学校や震災復興小
公園の多さだけでも如実にわかる。
　しかし、戦後の開発や少子化による統廃合などによ
り、震災復興小学校も震災復興小公園も次々に姿を消
していった。
　35 校もの震災復興小学校が建設された台東区にお

た震災復興小学校と震災復興小公園のセットで 1929
（昭和 4）年に建設された事例の一つだ（写真 2）。
　西町小学校（同・旧西町尋常小学校）は明治 39 年
創立、1998（平成 9）年の統廃合により廃校。清島
小学校と下谷小学校の統廃合で 1991（平成 2）年に
開校した上野小学校に吸収されたのだ。
　西町小学校の在りし日の全容がうかがえるような写
真は、残念ながら今回はみることができなかった。し
かし、部分的に写された写真をみる限り、他の震災復
興小学校にも共通する、いわゆる表現派のモダンなス
タイルだったようだ。
　校舎のフォルムは全体に直線的だが、要所々々の角
の部分は全体に丸みを帯びたデザインで、たとえば玄
関の柱も円柱形、全体にタイルが貼られ、さりげなく
デコラティブな表現になっている。
　もちろん耐震構造、鉄筋コンクリート造 3F建てで、
残された卒業生の声を読むと、それまでの木造校舎と

園のうち [①旧坂本小学校――台東区入谷 1 丁目／震
災当時は入谷尋常小学校／現在は廃校 ][②旧柳北小学
校＆柳北公園――台東区浅草橋 5 丁目／同・柳北尋常
小学校／現在はスポーツ施設に転用 ][③松葉小学校＆
松葉公園――台東区松が谷 1 丁目／同・松葉尋常小学
校／現在も現役 ][④御徒町台東中学校＆御徒町公園―
―台東区台東 4 丁目／旧御徒町尋常小学校／現在も中
学校として現役 ]を訪ねた。
　今回はその続きとして、まず震災復興小公園の西町
公園（台東区東上野 2丁目）からご紹介していく。

☆子どもたちの姿が消えた後の震災復興小公園の現況
◇事例⑤【西町公園】
　西町公園（台東区東上野 2 丁目、約 3000 ㎡）の
隣には現在、永寿総合病院がある。西町公園は病院に
隣接する一見平凡な小公園にみえるが、永寿総合病院
の建つ位置にはかつて西町小学校があった。ここもま

ていたことがうかがえる。
　現在の西町公園は、知らない人がみれば、病院の隣
の平凡な小公園でしかないかもしれない。しかし、隅々
を観察していくと、ここが西町小学校の生徒たちにい
かに親しまれた公園であったかを、たちどころにうか
がい知ることができる。
　震災復興小公園は防災拠点でもあるため、全体に入
口が多い。災害が発生した際に近隣の人々がどこから
でも入れるように配慮されたためで、ここ西町公園も
入口を 4つもっている。
　そのどこからでも入って、永寿総合病院との境目あ
たりに歩を進めると、西町小学校が隣にあったことを
示すメモリアルが次々とみつかる（写真４・５・７）。
　写真にもあるように、その一つは西町小学校の校歌
を刻み込んだ石碑である。すぐその隣には「友情」の
文字が刻まれた台座があり、男女の児童のブロンズが
載っている。さらにその隣には卒業生たちが卒業記念
に学校に残した天使を象ったレリーフ像があるといっ

打って変わったモダンなスタイルに、「完成時にはみ
な歓声をあげた」とある。
　これまでご紹介してきた震災復興小学校の生徒たち
も、恐らくみな同様の反応を見せたことだろう。防災
都市建設の一環として計画され、建設された震災復興
小学校が、同時に地域のシンボルとして位置づけられ

◇事例⑥【桜田公園】
　桜田公園（港区新橋 3丁目、約 2600㎡）は 1931（昭
和 6）年、震災復興小学校としての旧桜田小学校
（1991＝平成 3 年に統廃合により現・港区立御成門
小学校に吸収され、廃校）と共に建設された、震災復
興小公園である。
　桜田小学校はもともと 1877（明治 10）年創立の
伝統をもつが、関東大震災によって全壊、震災復興小
学校として移転・復活した。
　これまでご紹介してきた震災復興小公園は、震災復
興小学校に隣接して建設されたケースが多かったが、
桜田小学校と桜田公園は仕切りのない「一体型」の施
設として建設された。新橋駅からも至近という環境の
小学校だったため、学校と公園を別に造るだけのス
ペースの余裕がなかったという事情もあるのだろう。

た具合だ。また数々の遊具も残されている。
　西町公園が西町小学校のまさに校庭の役割も担い、
子どもたちの歓声が毎日のように木霊していた場所な
のだということが、しみじみ伝わってくるメモリアル
である。
　だが、かつての「主」である子どもたちの姿は、今
の西町公園にはほとんどみられない。現在の西町公園
の「主」は近所の会社に勤務するサラリーマンや OL、
あるいは近所に暮らす中高年世代の散歩者たちだ。
　けれども、そのなかにはきっと西町小学校の卒業生
もいるに違いない。
　一見すると何の変哲もない、少々広めの児童公園に
しかみえない西町公園には、大正・昭和の地域の思い
出が詰まっているのだ。
　　　　　　　　　　　　 ＊

　桜田公園が他の震災復興小公園と比較してユニーク
なのは、小学校と一体型で建設された来歴による。公
園スペースはまさにかつての校庭であり、都心部の小
学校に特有のゴムチップ舗装になっている。舗装の上
には運動会や体育で使用した「徒競走用のコース」が
くっきりと残されている。
　その上を通行人たちは歩くわけだが、バラバラに
入ってきた人たちが、いつの間にかコース沿いに歩く

　現在はかつての桜田小学校の校舎がそのまま、港区
の多目的交流施設「港区生涯学習センター」として活
用されており、校庭そのままの桜田公園とそれこそ一
体的に活用されている。
　近隣の会社に勤める人たちの休憩場所として、児童
公園として、また入口が四方にあるため新橋駅に向か
う人などで常ににぎわっている。付近にはこれだけま
とまった空閑地はなく、防災上の観点からも重要な場
所といえるだろう。

　旧元町小学校（文京区本郷 1 丁目）は 1911（明治
44）年に創立されたが、関東大震災で被災。1927（昭
和 2）年 12 月、震災復興小学校として移転・建設さ
れた。元町公園も同年、その隣接地に震災復興小公園
として建設されている。
　旧元町小学校は 1998（平成 10）年に児童数減少
のため統廃合され（文京区立真砂小学校に吸収）、閉
校したが、校舎と元町公園はそのまま残されている。
　まず旧元町小学校だが、地上 3F 地下 1F の鉄筋コ
ンクリート造と、他の震災復興小学校と同様の構造で
建てられている。震災復興小学校に共通した「コの字
形」の校舎に体育館が組み込まれており、その様子は
元町公園側から観察することができる。
　築後 92 年目を迎えた老朽建築だが、前回ご紹介し
た旧坂本小学校と同様、貴重な震災復興小学校の建物

ようなカタチになるのが面白い。校庭にラインが引か
れると、ついついそれに沿って歩いてしまうという幼
児体験からきているのだろうか。
　また桜田公園には、ビル街のなかの公園らしく、喫
煙コーナーが片隅に設けられている。喫煙コーナーの
すぐそばにも、徒競走のラインが敷かれているせいだ
ろうか、喫煙コーナーを利用する人々もなんとなく肩
身を狭くしながら、周囲を慮りつつ喫っているような
風情にみえるのが面白い（笑）。
　
☆いま改めて問われる「震災復興小学校＆震災復興小
公園の理念」の継承
◇事例⑦【旧元町小学校＆元町公園】
　次は文京区の旧元町小学校＆元町公園をご紹介した
い。

　その案には元町公園の再
活用も含まれているわけだ
が、旧元町小学校の校舎の
保全以上に、元町公園の保
全を望む声は大きい。
　写真をみていだければわ
かるが、元町公園はとても
魅力的なデザインのもとに
建設されている。
　建設地が台地の斜面を利
用しているため、非常に立
体的な構造をもっている。
さらに階段やパーゴラ（緑
廊）、トイレ、遊具に至るま
で、いわゆる大正ロマンの
趣をたたえたデザインが施
されている。
　これまでにご紹介してき
た震災復興小公園との決定

的な違いは、現在ほとんど「公園」としての機能を果
たしていないようにみえることだろう。
　取材は 2 度にわたって行ったが、その際に元町公園
ですれ違った人はわずかに 3 人。撮影するのに計 5
時間ほど、公園を出たり入ったりしたが、ほとんどの
時間は取材者一人の世界だった。
　台東区の事例や港区の事例はいずれも繁華街に近い
場所だったためもあるが、小型の都市公園として、近
隣の人々の交流の場として機能していることが如実に
わかった。なにしろ常ににぎわっているのだ。
　その点、場所柄もあるが、斜面の地形を生かした優
れたデザインが保持されている半面、元町公園には人
気がなく、設備もだいぶ全体に傷んでいた。
　にもかかわらず、といおうか、元町公園には他の震
災復興小公園にはない魅力がたくさんある。
　たとえていえば、「崩れかかった廃園」の趣がある。
スタジオジブリの名作『天空の城ラピュタ』の空中庭
園にも似た元町公園のたたずまいを愛している人は少
なくないのだ。

として、このままの形での活用を望む声が多く、現在
は順天堂大学医学部に貸し出され、病児学級として活
用されている。
　それ以前には近隣の中学校の仮校舎、専門学校の仮
校舎などとしても貸し出された経緯があるが、今後は
民間企業との連携により、新たな活用の道を探ること
が文京区から発表されている（2018 年『旧元町小学
校の保全・有効活用整備方針案』）。

ない。阪神淡路大震災や東日本大震災、熊本地震、北
海道地震など近年の震災に関連する資料が多く、関東
大震災のような「過去の災害」のために割く棚のスペー
スが足りないということなのかもしれない。
　しかし、関東大震災は首都圏が経験した、近代以降
では最大の自然災害だ。第 2 次大戦での空襲による甚
大な戦災は人為的なものであり、外交努力などによっ
て「再発」を防ぐことはできる。しかし自然災害はご
承知の通り、いつ発生するか分からない。少なくとも
首都圏においては、帝都復興の名のもとに、国と東京
市が一丸となって取り組んだ「新たなまちづくり」の
契機としての関東大震災の記憶はいつまでも語り継が
れなければならない歴史的経験・遺産のはずだ。
　そういう意味においても、震災復興小学校＆震災復
興小公園の現況や、これからの活用のされ方にはもっ
ともっと注目されるべきではないかと考える。
　繰り返しになるけれども、本紙では継続してこの取
材を続け、折をみてご紹介していくつもりである。

　行政的な意味での公園としてはほとんど機能してい
ないにもかかわらず、「このまま残しておいてほしい」
という声が絶えないのは、そうした元町公園の在り方
に魅力を感じている人が潜在的にかなりいることを意
味している。
　今回の取材では他の事例も含め、かなりの数の震災
復興小公園を巡ったが、人気の少なさとそれに相反す
る存在感の強さという意味では、元町公園は唯一無二、
ピカ一の異彩を放っているといえる。
　文京区が今後、この元町公園に関し、隣接する旧元
町小学校とともにどのような「再活用」を図っていく
のか？
　現在ある独特の雰囲気をうまく生かせるのか？　そ
れともまったく違う雰囲気の「場」になってしまうの
か？　本紙としても大いに注目していきたいと思う。
　　　　　　　　　　　　 ＊
　今回ご紹介する震災復興小学校＆震災復興小公園の
事例は以上の通りだが、取材した物件はまだいくつも
ある。取材そのものもまだ続けていきたいと考えてい
る。
　今後また折をみて、そ
うした事例をご紹介して
いきたいと思うが、最初
の写真１と最後に掲載す
る写真 18はその一例だ。
　震災復興小学校と震災
復興小公園には、関東大
震災という未曽有の災害
を体験した当時の東京の
人々の「防災都市建設」
への願いが、象徴的に込
められている。
　我が国はその後もいく
つもの大震災に見舞われ
ているためか、たとえば
図書館の防災コーナーに
行っても、関東大震災に
関連する書籍は意外に少

写真 1 ／中央区立泰明小学校（震災復興小学校）に隣接する数寄屋橋公園も震災復興小公園の一つ
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小学校と下谷小学校の統廃合で 1991（平成 2）年に
開校した上野小学校に吸収されたのだ。
　西町小学校の在りし日の全容がうかがえるような写
真は、残念ながら今回はみることができなかった。し
かし、部分的に写された写真をみる限り、他の震災復
興小学校にも共通する、いわゆる表現派のモダンなス
タイルだったようだ。
　校舎のフォルムは全体に直線的だが、要所々々の角
の部分は全体に丸みを帯びたデザインで、たとえば玄
関の柱も円柱形、全体にタイルが貼られ、さりげなく
デコラティブな表現になっている。
　もちろん耐震構造、鉄筋コンクリート造 3F建てで、
残された卒業生の声を読むと、それまでの木造校舎と

園のうち [①旧坂本小学校――台東区入谷 1 丁目／震
災当時は入谷尋常小学校／現在は廃校 ][②旧柳北小学
校＆柳北公園――台東区浅草橋 5 丁目／同・柳北尋常
小学校／現在はスポーツ施設に転用 ][③松葉小学校＆
松葉公園――台東区松が谷 1 丁目／同・松葉尋常小学
校／現在も現役 ][④御徒町台東中学校＆御徒町公園―
―台東区台東 4 丁目／旧御徒町尋常小学校／現在も中
学校として現役 ]を訪ねた。
　今回はその続きとして、まず震災復興小公園の西町
公園（台東区東上野 2丁目）からご紹介していく。

☆子どもたちの姿が消えた後の震災復興小公園の現況
◇事例⑤【西町公園】
　西町公園（台東区東上野 2 丁目、約 3000 ㎡）の
隣には現在、永寿総合病院がある。西町公園は病院に
隣接する一見平凡な小公園にみえるが、永寿総合病院
の建つ位置にはかつて西町小学校があった。ここもま

ていたことがうかがえる。
　現在の西町公園は、知らない人がみれば、病院の隣
の平凡な小公園でしかないかもしれない。しかし、隅々
を観察していくと、ここが西町小学校の生徒たちにい
かに親しまれた公園であったかを、たちどころにうか
がい知ることができる。
　震災復興小公園は防災拠点でもあるため、全体に入
口が多い。災害が発生した際に近隣の人々がどこから
でも入れるように配慮されたためで、ここ西町公園も
入口を 4つもっている。
　そのどこからでも入って、永寿総合病院との境目あ
たりに歩を進めると、西町小学校が隣にあったことを
示すメモリアルが次々とみつかる（写真４・５・７）。
　写真にもあるように、その一つは西町小学校の校歌
を刻み込んだ石碑である。すぐその隣には「友情」の
文字が刻まれた台座があり、男女の児童のブロンズが
載っている。さらにその隣には卒業生たちが卒業記念
に学校に残した天使を象ったレリーフ像があるといっ

打って変わったモダンなスタイルに、「完成時にはみ
な歓声をあげた」とある。
　これまでご紹介してきた震災復興小学校の生徒たち
も、恐らくみな同様の反応を見せたことだろう。防災
都市建設の一環として計画され、建設された震災復興
小学校が、同時に地域のシンボルとして位置づけられ

◇事例⑥【桜田公園】
　桜田公園（港区新橋 3丁目、約 2600㎡）は 1931（昭
和 6）年、震災復興小学校としての旧桜田小学校
（1991＝平成 3 年に統廃合により現・港区立御成門
小学校に吸収され、廃校）と共に建設された、震災復
興小公園である。
　桜田小学校はもともと 1877（明治 10）年創立の
伝統をもつが、関東大震災によって全壊、震災復興小
学校として移転・復活した。
　これまでご紹介してきた震災復興小公園は、震災復
興小学校に隣接して建設されたケースが多かったが、
桜田小学校と桜田公園は仕切りのない「一体型」の施
設として建設された。新橋駅からも至近という環境の
小学校だったため、学校と公園を別に造るだけのス
ペースの余裕がなかったという事情もあるのだろう。

た具合だ。また数々の遊具も残されている。
　西町公園が西町小学校のまさに校庭の役割も担い、
子どもたちの歓声が毎日のように木霊していた場所な
のだということが、しみじみ伝わってくるメモリアル
である。
　だが、かつての「主」である子どもたちの姿は、今
の西町公園にはほとんどみられない。現在の西町公園
の「主」は近所の会社に勤務するサラリーマンや OL、
あるいは近所に暮らす中高年世代の散歩者たちだ。
　けれども、そのなかにはきっと西町小学校の卒業生
もいるに違いない。
　一見すると何の変哲もない、少々広めの児童公園に
しかみえない西町公園には、大正・昭和の地域の思い
出が詰まっているのだ。
　　　　　　　　　　　　 ＊

　桜田公園が他の震災復興小公園と比較してユニーク
なのは、小学校と一体型で建設された来歴による。公
園スペースはまさにかつての校庭であり、都心部の小
学校に特有のゴムチップ舗装になっている。舗装の上
には運動会や体育で使用した「徒競走用のコース」が
くっきりと残されている。
　その上を通行人たちは歩くわけだが、バラバラに
入ってきた人たちが、いつの間にかコース沿いに歩く

　現在はかつての桜田小学校の校舎がそのまま、港区
の多目的交流施設「港区生涯学習センター」として活
用されており、校庭そのままの桜田公園とそれこそ一
体的に活用されている。
　近隣の会社に勤める人たちの休憩場所として、児童
公園として、また入口が四方にあるため新橋駅に向か
う人などで常ににぎわっている。付近にはこれだけま
とまった空閑地はなく、防災上の観点からも重要な場
所といえるだろう。

　旧元町小学校（文京区本郷 1 丁目）は 1911（明治
44）年に創立されたが、関東大震災で被災。1927（昭
和 2）年 12 月、震災復興小学校として移転・建設さ
れた。元町公園も同年、その隣接地に震災復興小公園
として建設されている。
　旧元町小学校は 1998（平成 10）年に児童数減少
のため統廃合され（文京区立真砂小学校に吸収）、閉
校したが、校舎と元町公園はそのまま残されている。
　まず旧元町小学校だが、地上 3F 地下 1F の鉄筋コ
ンクリート造と、他の震災復興小学校と同様の構造で
建てられている。震災復興小学校に共通した「コの字
形」の校舎に体育館が組み込まれており、その様子は
元町公園側から観察することができる。
　築後 92 年目を迎えた老朽建築だが、前回ご紹介し
た旧坂本小学校と同様、貴重な震災復興小学校の建物

ようなカタチになるのが面白い。校庭にラインが引か
れると、ついついそれに沿って歩いてしまうという幼
児体験からきているのだろうか。
　また桜田公園には、ビル街のなかの公園らしく、喫
煙コーナーが片隅に設けられている。喫煙コーナーの
すぐそばにも、徒競走のラインが敷かれているせいだ
ろうか、喫煙コーナーを利用する人々もなんとなく肩
身を狭くしながら、周囲を慮りつつ喫っているような
風情にみえるのが面白い（笑）。
　
☆いま改めて問われる「震災復興小学校＆震災復興小
公園の理念」の継承
◇事例⑦【旧元町小学校＆元町公園】
　次は文京区の旧元町小学校＆元町公園をご紹介した
い。

　その案には元町公園の再
活用も含まれているわけだ
が、旧元町小学校の校舎の
保全以上に、元町公園の保
全を望む声は大きい。
　写真をみていだければわ
かるが、元町公園はとても
魅力的なデザインのもとに
建設されている。
　建設地が台地の斜面を利
用しているため、非常に立
体的な構造をもっている。
さらに階段やパーゴラ（緑
廊）、トイレ、遊具に至るま
で、いわゆる大正ロマンの
趣をたたえたデザインが施
されている。
　これまでにご紹介してき
た震災復興小公園との決定

的な違いは、現在ほとんど「公園」としての機能を果
たしていないようにみえることだろう。
　取材は 2 度にわたって行ったが、その際に元町公園
ですれ違った人はわずかに 3 人。撮影するのに計 5
時間ほど、公園を出たり入ったりしたが、ほとんどの
時間は取材者一人の世界だった。
　台東区の事例や港区の事例はいずれも繁華街に近い
場所だったためもあるが、小型の都市公園として、近
隣の人々の交流の場として機能していることが如実に
わかった。なにしろ常ににぎわっているのだ。
　その点、場所柄もあるが、斜面の地形を生かした優
れたデザインが保持されている半面、元町公園には人
気がなく、設備もだいぶ全体に傷んでいた。
　にもかかわらず、といおうか、元町公園には他の震
災復興小公園にはない魅力がたくさんある。
　たとえていえば、「崩れかかった廃園」の趣がある。
スタジオジブリの名作『天空の城ラピュタ』の空中庭
園にも似た元町公園のたたずまいを愛している人は少
なくないのだ。

として、このままの形での活用を望む声が多く、現在
は順天堂大学医学部に貸し出され、病児学級として活
用されている。
　それ以前には近隣の中学校の仮校舎、専門学校の仮
校舎などとしても貸し出された経緯があるが、今後は
民間企業との連携により、新たな活用の道を探ること
が文京区から発表されている（2018 年『旧元町小学
校の保全・有効活用整備方針案』）。

ない。阪神淡路大震災や東日本大震災、熊本地震、北
海道地震など近年の震災に関連する資料が多く、関東
大震災のような「過去の災害」のために割く棚のスペー
スが足りないということなのかもしれない。
　しかし、関東大震災は首都圏が経験した、近代以降
では最大の自然災害だ。第 2 次大戦での空襲による甚
大な戦災は人為的なものであり、外交努力などによっ
て「再発」を防ぐことはできる。しかし自然災害はご
承知の通り、いつ発生するか分からない。少なくとも
首都圏においては、帝都復興の名のもとに、国と東京
市が一丸となって取り組んだ「新たなまちづくり」の
契機としての関東大震災の記憶はいつまでも語り継が
れなければならない歴史的経験・遺産のはずだ。
　そういう意味においても、震災復興小学校＆震災復
興小公園の現況や、これからの活用のされ方にはもっ
ともっと注目されるべきではないかと考える。
　繰り返しになるけれども、本紙では継続してこの取
材を続け、折をみてご紹介していくつもりである。

　行政的な意味での公園としてはほとんど機能してい
ないにもかかわらず、「このまま残しておいてほしい」
という声が絶えないのは、そうした元町公園の在り方
に魅力を感じている人が潜在的にかなりいることを意
味している。
　今回の取材では他の事例も含め、かなりの数の震災
復興小公園を巡ったが、人気の少なさとそれに相反す
る存在感の強さという意味では、元町公園は唯一無二、
ピカ一の異彩を放っているといえる。
　文京区が今後、この元町公園に関し、隣接する旧元
町小学校とともにどのような「再活用」を図っていく
のか？
　現在ある独特の雰囲気をうまく生かせるのか？　そ
れともまったく違う雰囲気の「場」になってしまうの
か？　本紙としても大いに注目していきたいと思う。
　　　　　　　　　　　　 ＊
　今回ご紹介する震災復興小学校＆震災復興小公園の
事例は以上の通りだが、取材した物件はまだいくつも
ある。取材そのものもまだ続けていきたいと考えてい
る。
　今後また折をみて、そ
うした事例をご紹介して
いきたいと思うが、最初
の写真１と最後に掲載す
る写真 18はその一例だ。
　震災復興小学校と震災
復興小公園には、関東大
震災という未曽有の災害
を体験した当時の東京の
人々の「防災都市建設」
への願いが、象徴的に込
められている。
　我が国はその後もいく
つもの大震災に見舞われ
ているためか、たとえば
図書館の防災コーナーに
行っても、関東大震災に
関連する書籍は意外に少

◇写真 2＆3 ／西町公園と西町小学校跡に建設された永寿総合病院。下は西町公園入口のポップ彫刻。台座の後ろに昭和 4 年竣工とある

＊本文、後略


